
 1 

2011年 11月 24日 
 
 

平成 23 年度 化学系学協会東北大会 

化学教育研究協議会東北大会 

報 告 書 

 

 

 

会 期：平成 23 年 9 月 17 日（土）~18 日（日） 

会 場：東北大学川内北キャンパス 

           （〒980-8576 仙台市青葉区川内 41） 

 

主 催：日本化学会東北支部 

共 催：高分子学会東北支部 

日本分析化学会東北支部 

化学工学会東北支部 

有機合成協会東北支部 

電気化学会東北支部 

日本材料学会東北支部 

繊維学会東北北海道支部 

無機マテリアル学会北部支部 

後 援：宮城県教育委員会 

仙台市教育委員会 

青森県教育委員会 

秋田県教育委員会 

岩手県教育委員会 

福島県教育委員会 

山形県教育委員会 
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日本化学会東北支部長 

河野 裕彦（東北大院理・教授） 

 

日本化学会東北支部化学教育議長 

飛田 博実（東北大院理・教授） 

 

日本化学会東北支部副支部長・東北大会実行委員長 

及川 英俊（東北大多元研・教授） 
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日本化学会東北支部事務局 
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１．はじめに 

 
 平成 22年 9月 25日（土）~26日（日）、岩手大学工学部で開催された平成
22 年度化学系学協会東北大会を引き継ぎ、平成 23 年度化学系学協会東北大会
（通算66回目）および化学教育研究協議会東北大会を、平成23年9月17日（土）
から 18 日（日）、東北大学川内北キャンパスにて開催すべく、その準備を進め
ていた。平成 23年 2月 8日（火）に、東北大学理学部化学教室内で大会執行部
（河野裕彦 支部長、及川英俊 実行委員長、飛田博実 化学教育研究協議会議長、

珠玖 仁 大会幹事長、猿渡英之 化学教育研究協議会東北大会世話人、豊田耕三 

支部幹事長、事務局 菊地珠美）による事前ミーティングを開催し、大会の運営

基本方針を策定し、2 月 26 日（土）、東北大学多元物質科学研究所内で開催さ
れた日本化学会東北支部 平成 22年度第 3回幹事会・引継幹事会および平成 23
年度第 1回幹事会合同会議で承認された。 
 
 3月 11日（金）に発生した東日本大震災を受けて、早速、河野支部長と対応
を協議した結果、１）会場の講義棟や市内ホテルは殆ど被災していない、２）

高速バスは運行されており、9月頃には東北新幹線も全面復旧しているであろう、
３）学内各研究室の復旧・復興作業と同時に進めるために、場合によっては大

会プログラムの簡素化も検討する、４）開催予定の 9 月には東北が何とか平常
に向かいつつあることを見て頂きたい。との判断から、予定通りの開催を決定

し、大会執行部構成員にその旨のメールを発信し（3 月 24 日（木））、大会 HP
上にも予定通りの開催会告を掲載した。また、「東北に新しい化学の礎を」（河

野裕彦、飛田博実、及川英俊：化学と工業、64(5), 406 (2011)）においても同様
に開催を述べた。 

 
 当初 4月上旬に予定されていた第 1回実行委員会・プログラム編成を 6月 22
日（水）に、第 2回実行委員会を 8月 29日（月）に開催し、大会準備を進めた。 
 
 東北大学では甚大な被災を被った化学系研究室は決して少なくない。また、

東北地方の各大学も全て何らかの被害を受けたにも拘わらず、600 名以上の多
くの方々にご参加頂き、結果として成功裡に終了できたことは、実行委員会お

よび大会関係者にとっても大変嬉しいことであった。 
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２．東北大会報告 

２-１ 運営基本方針 

 
 本東北大会の運営基本方針（昨年度との主な相違点）を以下に記す。 
１）各学協会が公益社団法人または一般社団法人に移行し、事業においての責

任団体を明確にするために、共催学協会支部長との協議の上、本東北大会

は全学協会共催から、日本化学会東北支部主催とした。なお、運営方針や

基本的企画内容は、事業名とともに、昨年度の東北大会を踏襲する。 
２）本東北大会より、「化学教育研究協議会東北大会」をワンセクションとして

開催する。但し、化学教育研究協議会東北大会は、一般口頭発表とポスタ

ー発表から構成する。 
３）予稿集は、「化学系学協会東北大会」と「化学教育研究協議会東北大会」の

合本冊子体とする。 
４）参加者の増強を目指して、科学研究費補助金等をお持ちでない小・中・高

教員向けの参加費を新たに設定し、さらに高校生・高専生・学部生の参加

費を無料とした。 
  ＜事前登録大会参加費＞ 
   ・一般：4,000円 
   ・化学教育（化学教育研究協議会会員および小・中・高教員）2,000円 
   ・大学院生：2,000円 
   ・高校生・高専生・学部生：無料 
  ＜当日登録大会参加費＞ 
   ・一般：5,000円 
   ・化学教育（化学教育研究協議会会員および小・中・高教員）3,000円 
   ・大学院生：3,000円 
   ・高校生・高専生・学部生：無料 
５）ポスター発表ディビジョンに「化学教育」を加えるとともに、以下のよう

に見直した。 
  A：無機/分析/環境化学、B：物理化学、C：有機化学、D：工業化学/化学工

学、E：高分子化学/繊維化学、F：材料化学、G：電気化学、H：化学教育 
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 なお、これらの変更点も含めて、大会の基本情報、会場案内、大会タイムテ

ーブル、一般ポスター発表申込、予稿原稿のアップロード、事前参加申込、詳

細プログラム、懇親会のご案内、宿泊施設サイトなどは、本東北大会 HP 上に
適宜、掲示した。 

http://tohoku.chemistry.or.jp/taikai.html（化学系学協会東北大会） 
http://tohoku.chemistry.or.jp/kakyo.html（化学教育研究協議会東北大会） 

 
 
２-２ 参加者数 

 
 会期中の参加者数（来場者数）は以下の通りである。 
 ＜事前登録＞ 
   ・一般：195名 
   ・化学教育（化学教育研究協議会会員および小・中・高教員）：12名 
   ・大学院生：253名 
   ・高校生・高専生・学部生：33名 
                            小計：493名 
 ＜当日登録＞ 
   ・一般：58名 
   ・化学教育（化学教育研究協議会会員および小・中・高教員）：2名 
   ・大学院生：54名 
   ・高校生・高専生・学部生：41名 
                            小計：155名 
                            総計：648 名 
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＜所属別参加登録者数＞ 
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２-３ 講演発表件数およびプログラム 

 
＜特別講演・招待講演・依頼講演＞ 

 招待講演 依頼講演 
特別講演セッション ３ － 
無機化学セッション １ １ 
分析化学セッション １ １ 
環境化学セッション １ ０ 
物理化学セッション ０ １ 
有機化学セッション １ ３ 
工業化学セッション ０ ０ 
化学工学セッション １ ３ 
高分子化学セッション １ １ 
繊維化学セッション １ １ 
材料化学セッション １ １ 
電気化学セッション １ ３ 
化学教育セッション １ ０ 
生体分子化学 ０ ４ 
若手シンポジウム ０ ４ 
物理化学コロキウム ０ ６ 
有機化学コロキウム ０ ４ 
ナノマテリアルコロキウム ０ ６ 

計 １３ ３９ 
 
＜一般口頭発表＞ 

 口頭発表 
化学教育セッション ９ 

計 ９ 
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＜ポスター発表＞ 
 ポスター発表 
Ａ：無機/分析/環境化学 ４８ 
Ｂ：物理化学 ４３ 
Ｃ：有機化学 １２３ 
Ｄ：工業化学/化学工学 ２４ 
Ｅ：高分子/繊維化学 ４１ 
Ｆ：材料化学 ４４ 
Ｇ：電気化学 ３２ 
Ｈ：化学教育 ６ 

計 ３６１ 
 
                   講演発表総件数：４２２件 

 
 
 
 
 
 
 
＜大会タイムテーブル＞ 
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２-４ 企業等展示ブース 

 
 本東北大会で初めて企業等展示ブースをポスター発表会場内で「試験的」に

行った。展示ブースの公募は行わず、主に企業等側からの照会に対して個別的

に対応した。その結果、無料で、以下の 2 民間企業と大学関連施設の展示ブー
スを設けた。なお、この 2民間企業からは企業広告費をお支払い頂いた。 

・セナーアンドバーンズ株式会社 
・株式会社オーディービー（JCCギミック） 
・東北大学ナノテク支援センター 

 
 展示ブースの仕様は、ポスターボード 1枚とその前に教室用机を 1台置いた。
電源および水回りの設備は設けず、これらの仕様条件をご了解頂いた。 
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２-５ 本部関連広報活動 

 
 本東北大会会期中、大会受付にコーナーを設けて、「世界化学年 2011」およ
び「CSJ 化学フェスタ」のパンフレットを配布した。多くの参加者が関心を示
し、パンフレットを持ち帰った。 
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２-６ 懇親会 

 
 本東北大会初日、9月 17日（土）、午後 18時から仙台国際ホテルにて懇親会
が開催された。招待者 5 名を含む、124 名の出席があり、懇親を深めることが
できた。また、会場では「21st 仙台定禅寺ストリートジャズフェスティバル（9
月 10日~11日）」にちなんで、東北工業大学 OBのミュージシャンのよるジャ
ズ演奏があり、会場の雰囲気を盛り上げた。 
 
＜式次第＞ 
１）及川英俊 東北大会実行委員長の挨拶（東北大多元研） 
２）河野裕彦 日本化学会東北支部長の挨拶（東北大院理） 
３）岩澤康裕 日本化学会長のご挨拶（東大名誉教授、電通大） 
４）下井 守 日本化学会教育・普及部門長のご挨拶（東大院総合文化） 

＝＝＝歓 談＝＝＝ 
５）福村裕史 東北大学大学院理学研究科長のご挨拶（東北大院理） 
６）川島伸之 日本化学会常務理事のご挨拶 
７）山田宗慶 東北大会次期実行委員長のご挨拶 

（東北大名誉教授、秋田高専） 
８）佐藤次雄 日本化学会東北支部次期支部長のご挨拶（東北大多元研） 
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２-７ 優秀ポスター賞授賞式・閉会式 

 
 本東北大会の最後、9月 18日（日）、午後 14時 30分から、A会場にて優秀
ポスター賞授与式と閉会式が行われた。ポスター発表 361 件の中から、厳正な
審査を経て、48件の優秀ポスター賞が選ばれ、授与式で受賞者名が披露された。
なお、表彰状は後日、支部事務局から発送された。 
 
＜式次第＞ 
１）河野裕彦 日本化学会東北支部長の挨拶（東北大院理） 
２）優秀ポスター賞受賞者の発表 
３）山田宗慶 東北大会次期実行委員長のご挨拶 

（東北大名誉教授、秋田高専） 
４）及川英俊 東北大会実行委員長の閉会の挨拶（東北大多元研） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河野支部長と優秀ポスター賞受賞者 
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＜優秀ポスター賞 受賞者一覧＞ 
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２-８ 余震対策 

 
 本東北大会会期中に発生が予想された東日本大震災の余震対策として、「避難

場所および避難経路」を示した地図を講演予稿集のトップページに収録した。

また、各会場においてはセッション開始前に同地図をスクリーンに投影し、参

加者への周知徹底を図った。さらに、「災害危機管理マニュアル」を作成し、事

前に実行委員およびアルバイト院生に配布し、余震発生時の対応を周知徹底さ

せた。なお、このマニュアルでは大会直前に余震が発生した際にも対応した。 
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＜「災害危機管理マニュアル」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

日本化学会 東北支部 

東北大会 

平成 23年 9月 17日（土）~9月 18日（日） 
（設営作業：平成 23年 9月 16日（木）、18時~） 

東北大学川内北キャンパス 
（講義棟：A棟、B棟、マルチメディア棟） 

懇親会：平成 23年 9月 17日（土）、18時~、仙台国際ホテル 
 

＜東北大会 災害危機管理マニュアル＞ 

 
川内北キャンパス警務員室：０２２－７９５－７５７７ 

（川内北キャンパス 事務管理棟 正面玄関脇の窓口） 
 
１．災害：川内北キャンパスでの東日本大震災後の余震および火災等の発生 

 
２．川内北キャンパスの特殊事情 

（１）開催日が週末の土日であるため、他部局（国際文化研究科など）の教員

および事務職員は不在。 
（２）会期中は、警務員のみが常駐。 
（３）キャンパス内では震災後の復旧工事が行われている。 
（４）実行委員および会場責任者、アルバイト院生は川内北キャンパス内の状

況を必ずしも充分には把握していない。 
（５）大会参加者：500名~600名。この内の半分が県外から参加の大学教員と

院生等。 
 

※ 実行委員、会場責任者およびアルバイト院生は、本マニュアルを熟読の

上、当日は持参のこと。 

※ また、安全ヘルメットをお持ちでしたら、当日、ご持参下さい。大会本

部に常備します。 
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３．大会会期中（懇親会時を除く）の対応 

（１）災害発生時には、実行委員および会場責任者を以て、災害対策本部を東

北大会本部（B棟談話室）内に設置する。 
（２）本部長：及川実行委員長、 
   副本部長：河野支部長、珠玖庶務幹事、小野寺会計幹事 
   事務局本部員 岡田、千葉 
（３）災害対策本部（大会本部：B棟談話室）には、「拡声器」と「ヘルメット」、

インターネット受信可能な PCを予め常備する。 
（４）事務局本部員は、常に最新の「参加者リスト」を準備する。 
（５）災害発生後、各講演会場およびポスター会場の本部員（実行委員および

会場責任者）は、当該会場の参加者および大会関係者（アルバイト院生

を含む）を避難経路に従って、避難場所（添付資料１）である講義棟と

厚生会館との間の広場に集合させる。 

   誘導アナウンスの例：「落ち着いて下さい。机の下に身を隠して下さい。 

   揺れが治まったら、頭上からの落下物に注意しながら、講義棟前の広場

に避難して下さい。」 

（６）予め、すべての本部員（実行委員および会場責任者）は避難経路を充分

に確認しておくこと。 
（７）会場係は、予め、懸垂式プロジェクターなどの落下危険物を事前確認し

ておく。 
（８）副本部長（珠玖庶務幹事、小野寺会計幹事）および事務局本部員 岡田、

千葉は、避難者を可能な限り、仙台および宮城県からの参加者とそれ以

外の他県、東京・関東方面からの参加者に分かれて集合して貰う。 
（９）「参加者リスト」を基に可能な限りの安否確認を行う。特に、避難時に所

在不明な参加者の情報を収集に努める。 
（１０）副本部長（河野支部長）は、川内北キャンパス警務員と連絡を取る。

状況に応じて、警務員室の「館内一斉放送」設備を利用する。 
（１１）副本部長（河野支部長）、若干名の本部員（実行委員および会場責任者）

は、警務員とともに、安全を確認しながら（ヘルメット着用）、講義棟

内に入り、全講義室およびトイレなどその他の場所を点検して参加者

全員が避難したことを確認する。 
（１２）さらに、警務員および生協職員の協力のもとに、厚生会館内およびそ
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の周辺の参加者の避難を確認する。 
（１３）本部長（及川実行委員長）は「川内北キャンパス緊急連絡網」へ報告

し、その指示を仰ぐ。 
    ※ 「川内北キャンパス緊急連絡網」には個人情報を含むため、及川実

行委員長、河野支部長および事務局 岡田のみが予め所持する。 
（１４）初日の場合は、翌日開催の可否を災害対策本部で協議決定する。 
（１５）本部長（及川実行委員長）は、避難した参加者を解散させる。 
    この際、災害発生時刻、解散時刻、ライフライン、交通機関の状況を

充分に協議・勘案すること。 
    ・初日の場合は、翌日開催の可否をアナウンス 
    ・仙台および宮城県内からの参加者が安全に帰宅できるか？ 
    ・県外からの参加者が安全にホテルへ戻れるか？  
    ・ホテルに続泊可能か？ 
    ・避難場所として、講義棟内教室を検討する。 
 
４．懇親会時の対応 

（１）ホテル側の指示に従って、避難する。 

（２）災害規模の情報収集と翌日開催可否の協議・決定。 

（３）翌日の開催が中止の場合は、会場に掲示。HPやメール等で周知する。 

（４）翌日より、大会関係者および参加者の安否情報収集に努める。 

 

５．東北大会直前に災害（この場合は、最大余震）が発生した際の判断 

（１）9 月 13 日までに災害が発生した場合は、ライフラインおよび交通機関、
生協の対応状況（ポスターボードの手配と食堂営業）を勘案し、開催の

中止、一部開催を判断する。その旨を HPやメール等で周知する。 
   中止した場合の事後処理は、後日、実行委員会を開催して決定する。 
（２）9 月 14 日以降に災害が発生した場合は、開催を中止とする。その旨を

HPやメール等で周知する。 
   中止した場合の事後処理は、後日、実行委員会を開催して決定する。 
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３．防災・日本再生シンポジウム 

   「東北地方の化学と教育：3.11 から 189 日の歩み」 

 
 本東北大会の前日、9月 16日（金）、午後 14時 30分から、東北大学片平キ
ャンパス「さくらホール」にて標題のシンポジウムが開催された。52名の出席
者があり、東日本震災からの復旧・復興、さらには再生に向けた熱心な討論が

展開された。なお、2012 年 3 月 26 日、日本化学会春季年会で、このシンポジ
ウムを引き継いだ形のシンポジウムが東北支部との共催で開催予定である。 
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４．おわりに 
 
 東日本大震災からまだ 6ヶ月しか経過しておらず、各大学・各研究室の復旧・
復興がまだ道半ばの状況にあったにも係わらず、600 名以上の方々にご参加頂
き、400 件以上の講演発表が大きなトラブルも無く、無事に終了致しました。
幸い、大きな余震も有りませんでした。 
 このような状況下にも係わらず、本東北大会にお越し頂きました岩澤康裕 日
本化学会長、下井 守 日本化学会教育・普及部門長、川島伸之 日本化学会常
務理事をはじめ、特別講演、招待講演・依頼講演を快く引き受けて頂いた講師

の先生方にまず心から御礼を申し上げます。また、関係者としてご出席頂きま

した福村裕史 東北大学大学院理学研究科長、山田宗慶 東北大会次期実行委員
長、佐藤次雄 日本化学会東北支部次期支部長に御礼を申し上げます。さらに、
各セッションでの講演者をご推薦頂きました化学系学協会支部長の先生方なら

びにセッションオーガナイザーやコロキウムをご担当頂きました先生方にも御

礼を申し上げます。 
 最後に、河野裕彦 東北支部長ならびに東北支部幹事の先生方、実行委員およ
びプログラム編成に携わって頂きました先生方、東北支部事務局の岡田（菊地）

様と千葉様、アルバイト院生など、すべての関係者に心から感謝申し上げます。 
 

東北大会実行委員長 

及川英俊（東北大多元研） 

（平成 23年 11月 24日） 
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平成 23 年度化学系学協会支部長（各セッション講演者推薦担当） 

 

日本化学会東北支部長      河野裕彦（東北大院理） 

高分子学会東北支部長      澤田英夫（弘前大院理工） 

日本分析化学会東北支部長    尾形健明（山形大院理工） 

化学工学会東北支部長      長谷川政裕（山形大院理工） 

    有機合成協会東北支部長     山口雅彦（東北大院薬） 

電気化学会東北支部長      仁科辰夫（山形大院理工） 

日本材料学会東北支部長     上原拓也（山形大院理工） 

繊維学会東北北海道支部長    岡田修司（山形大院理工） 

無機マテリアル学会北部支部長  鵜沼英郎（山形大院理工） 

 
 
平成 23 年度化学系学協会東北大会および化学教育研究協議会東北大会 

実行委員会およびプログラム編成委員 

 

実行委員長   及川英俊（東北大多元研） 

東北支部長   河野裕彦（東北大院理) 

化学教育議長  飛田博実（東北大院理） 

大会幹事長   珠玖 仁（東北大院環境） 

支部幹事長   豊田耕三（東北大院理） 

大会会計    小野寺恒信（東北大多元研） 

 

無機化学セッションオーガナイザー      滝澤博胤（東北大院工） 

分析化学セッションオーガナイザー      星野 仁（東北大院工） 

物理化学セッションオーガナイザー      美齊津文典（東北大院理） 

有機化学セッションオーガナイザー      寺田眞浩（東北大院理） 

工業化学セッションオーガナイザー      猪股 宏（東北大院工） 

高分子・繊維化学セッションオーガナイザー  正田晋一郎（東北大院工） 

化学工学セッションオーガナイザー      阿尻雅文（東北大多元研） 

材料化学セッションオーガナイザー      佐藤次雄（東北大多元研） 

電気化学セッションオーガナイザー      末永智一（東北大院工） 
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環境化学セッションオーガナイザー       井上千弘（東北大院環境） 

生体分子化学セッションオーガナイザー     高橋 聡（東北大多元研） 

若手シンポジウムセッションオーガナイザー   叶 直樹（東北大院薬） 

化学教育研究協議会セッションオーガナイザー  猿渡英之（宮城教育大） 

有機化学コロキウムオーガナイザー       服部徹太郎（東北大院工） 

物理化学コロキウムオーガナイザー       美齊津文典（東北大院理） 

ナノマテリアルコロキウムオーガナイザー    垣花眞人（東北大多元研） 

※ 上記のセッションオーガナイザーに加え、各学協会支部長もセッションオ

ーガナイザーとなります。 

 

（以下、プログラム編成委員を兼務） 

無機/分析/環境化学 担当    壹岐伸彦（東北大院工） 

西澤精一（東北大院理） 

佐藤雄介（東北第院理） 

葛西重信（東北工業大） 

須藤孝一（東北大院環境） 

物理化学 担当         杉原興浩（東北大多元研） 

有機化学 担当         諸橋直弥（東北大院工） 

佐藤 格（東北大院理） 

工業化学/化学工学 担当    蟹江澄志（東北大多元研） 

渡邉 賢（東北大院工） 

高見誠一（東北大多元研） 

佐藤善之（東北大院工） 

高分子化学/繊維化学  担当   小林厚志（東北大院工） 

野口真人（東北大院工） 

材料化学 担当         殷 澍（東北大多元研） 

電気化学 担当         伊藤 隆（東北大学際センター） 

松川 健（理研） 

化学教育 担当         猿渡英之（宮城教育大） 

生体分子化学セッション担当  梅津 光央（東北大院工） 

若手シンポジウム担当     叶 直樹（東北大院薬） 
有機化学コロキウム担当    服部徹太郎（東北大院工） 
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物理化学コロキウム担当     美齊津文典（東北大院理） 
ナノマテリアルコロキウム担当  垣花眞人（東北大多元研） 

 
日本化学会東北支部事務局    岡田（菊地）珠実 

                   千葉依巳 
以上 


